
討論 

飯舘村・長泥の水田の例 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
南相馬市小高区　井上さん　久米さん（NPO浮き船の里）、根本さん夫妻、二瓶先生
飯舘村　宗夫さん・溝口先生（NPOふくしま再生の会）、二瓶先生
都路　三浦先生
伊達市小国地区　二瓶先生、根本先生、塩沢先生　遠藤さん、高田先生
福島市飯坂　高田先生（果樹研究所）





被災地復興へ 
農業ができること 

避難・帰還の諸問題 

放射能の懸念。 
農作物の心配。 
コミュニティの崩壊。 

家族の分散。 
新たな生活の安定。  

農業とは 

食べ物を作る。 
頭と体を動かす。 
生物が育つ。 
環境保全。 

 大学（農学者）の役割・要望 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
なぜ、農業が重要なのか。各論者の意見を引き出す。なぜ汚染された土壌でも耕すのか?
「食料は十分なのに。敢えて農」

避難ー避難に至る経緯、コミュニティの破壊、数年後の帰還、問題は何か

農業の効果ー食べ物をつくる、汗を流す。生物が育つ。環境保全。

今後ー社会に期待すること。大学に期待すること（宗夫さん）。(行政への期待はここではあまりあつかわない。)
(大学も縦割りにならないようにー溝口先生の窓口論)
(井上さんの要旨ー風景の破壊は過去と未来の否定になる。ーーの引用)



樹木のセシウム動態と林業 

• 放射性セシウムの林産物への影響 
 

• 根から吸収？ 放出？ 
 

• 今後 
シイタケ原木 指標値： 50 Bq/Kg の克服 
過去の核爆弾実験（1960年代）による影響からの推察 

 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
影響

＜目的＞　将来予想のニーズが高い。食品基準の話ー50Bq/kgの材を生産するか。

・林産物は？三浦先生

・根から吸収ー何がわかってきたか、何が不明か？　（遠藤さん→高田先生→三浦先生のまとめ）

・今後：　森林組合の全国のGFOを調べることで予想できる。（萌芽更新ー移植の差）。
規制の方法。





樹木を巡るセシウムの動き 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（樹体外と）
落葉
根からの吸収
根の枯死脱落
（樹体内で）
移動拡散
転流




萌芽更新 植栽 
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